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 研究要旨 
脳腫瘍患者に対する放射線治療後に生じた症候性脳放射線壊死に対
して抗 VEGF 抗体であるベバシズマブの投与を行い、その有効性と安
全性を検証する多施設間共同研究に参加し、本治療に必須であるアミ
ノ酸標識薬剤を用いた PET 検査の実用化に向けての研究を行った。 

 

   
Ａ．研究目的 
  脳腫瘍放射線治療後に生じた症候性脳
放射線壊死の治療におけるベバシズマブ
の臨床効果を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
大阪医大を中心とする多施設間共同研
究体制に入り、策定されたプロトコールに
乗っ取り、同意を得た患者にベバシズマブ
による治療を施行し、患者のフォローアッ
プを行う。本治療に必須であるアミノ酸標
識PETによる計測の妥当性の検証を行って
いる。 
（倫理面への配慮） 
  本施設はベバシズマブによる治療には
参加していない。アミノ酸標識PETを含む
保険診療以外の研究的PETの使用において
は計測実施場所である東京都健康長寿医
療センター研究所の倫理委員会で承認済
みのプロトコールに基づき患者の同意を
書面で得た上で計測を行っている。また臨
床データーの解析においては東京医科歯
科大学倫理委員会において臨床研究とし
て承認を得ている。 
 
Ｃ．研究結果 
  平成25年度は下記の成果を得た。 
メチオニンPETによる活動性腫瘍と放射
線壊死の鑑別に関しての計測法判定法にか
んしての検証を手術採取標本の病理と対比
しながら検証した。本年度は、ベバシズマ
ブ投与後のメチオニンPETの経時変化に関
してもデーターを集積した。 
また複数のPET放射標識薬剤（メチオニン、
FBPA, 4DST）の比較対象研究を継続した。 

 Ｄ．考察 
PET計測においては、適切な薬剤選択、計
測法管理と統一により活動性腫瘍と放射線
壊死の鑑別に極めて有用であると考えてい
る。ベバシズマブはもともと非造影である
部位のメチオニン取り込みへの影響はもた
らさないことが明らかになった。 
 
Ｅ．結論 
  今後も複数の診断薬剤を用いたPETによ
る悪性脳腫瘍病態の解析の応用が悪性脳腫
瘍の新規医療の開発に必要と考えた。アミ
ノ酸PETは放射線壊死と活動性腫瘍の鑑別
のみで無く、ベバシズマブの薬剤効果の評
価にも有用であると考えている。 
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